【自動車製造業】

職種：組立　職務：組立

【概要】

組立は、塗装されたボデーにエンジン、駆動ユニット、制動ユニットなどの部品を組み付け、内外装をほどこして、完成車を仕上げる業務である。組立には、締付、接着、結線、はめ合わせ、注入、点検修正作業などの本作業と、製造に必要な設備や機械の点検保全作業も含まれる。
【仕事の内容】

塗装されたボデーに各種部品を組付けて完成車を作る。内容は次のように区分される。

1〉 組立実作業：実際に各種部品を組付ける作業。作業部位や扱う部品によって、外装、内装、配線・配管、エンジン回り、足回り、油脂類注入作業等に分かれる。

2〉 治工具や設備の点検保全：日常点検、決められた範囲においてのトラブル対応などを行う。
【求められる経験・能力】

（１）入職に際して、特別な知識や経験は必要とされない場合が多い。工業高校卒の採用が多い。経験採用の際は、当該業務における実務知識や技能が問われる。

（２）組立実作業には、工程によってかん合、ボルト締付け、接着など異なる技能が必要とされる。また作業中に発生する異常や不具合に的確に対応できるためには、関連マニュアルを熟知し、経験をつまなければならない。

（３）自動車組立には多くの治工具や設備が使われ、作業者にその基本的な点検が求められる場合が多い。場合によって、設備のトラブル対応に必要な知識・能力が求められることもある。

【関連する資格・検定等】

　なし

【労働省職業分類（小分類）との対応】

591　自動車組立工

